
いわて未来づくり機構  

 平成 30 年度第３回ラウンドテーブル 
 

日時：平成 31 年２月４日（月）15:00～17:00 

会場：ホテルメトロポリタン盛岡 ４階「岩手」 

 

        次     第        0 

 

１ 開会 

 

２ 報告 

  岩手県への就職・進学に関するアンケートの結果について 

  （ふるさといわて創造作業部会） 

 

３ 講演 

「高等教育機関と連携した地域づくり・人づくり」 
～地域の未来を拓く新たな価値の創造を目指して～ 

   講師 福島大学共生システム理工学類教授 小沢喜仁氏 

 

４ ディスカッション 

  高等教育機関と連携した地域づくり・人づくりについて 

 

５ その他 

 

６ 閉会 



出席者名簿 

【ラウンドテーブルメンバー】 

氏  名 所  属 ・ 職  名 

谷村 邦久 
岩手県商工会議所連合会長 
みちのくコカ・コーラボトリング㈱代表取締役会長 

高橋 真裕 (一社)岩手経済同友会代表幹事、㈱岩手銀行代表取締役会長 

米谷 春夫 大船渡商工会議所副会頭、㈱マイヤ代表取締役会長 

岩渕  明 岩手大学長 

鈴木 厚人 岩手県立大学長 

達増 拓也 岩手県知事 

【企画委員会委員】 

氏  名 所  属 ・ 職  名 

堀 江  淳 岩手県立大学副学長(総務)／事務局長【企画委員長】 

佐々木泰司 ㈱岩手銀行常務取締役総合企画部長 

橋本 良隆 岩手県商工会議所連合会専務理事 

菅原 悦子 岩手大学理事（復興･地域創生･男女共同参画担当）／副学長 

白水 伸英 岩手県政策地域部長 

【作業部会座長】 

氏  名 所  属 ・ 職  名 

小川 晃子 医療福祉連携作業部会座長 岩手県立大学社会福祉学部教授 

滝山 秀樹 かけ橋作業部会座長 岩手県政策地域部政策推進室調整監 

田代 高章 復興教育作業部会座長 岩手大学教育学部教授 

森  達 也 いわて復興未来塾作業部会座長 岩手県復興局副局長 

小野寺純治 
ふるさといわて創造作業部会座長 岩手大学 学長特別補佐 

／ふるさといわて創造プロジェクト推進コーディネーター 

佐々木 淳 ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進作業部会座長 岩手県理事兼科学 ILC 推進室長 

菅原 健司 新しい三陸創造作業部会座長 岩手県政策地域部地域振興室地域振興監 

庄司知恵子 子育て支援作業部会座長 岩手県立大学社会福祉学部准教授 

 



いわて未来づくり機構 平成 30 年度第３回ラウンドテーブル 

講演資料 

 

 

講演： 高等教育機関と連携した地域づくり・人づくり 

     ～地域の未来を拓く新たな価値の創造を目指して～ 

 

講師： 福島大学 共生システム理工学類人間支援システム専攻 

    教授 小
お

沢
ざわ

 喜
よし

仁
ひと

 氏 

 

 

 

□ 主な御経歴                   
1954 年 山梨県甲府市生まれ 

1983 年 東北大学工学部基礎工学教室 助手 

1984 年 東北大学大学院工学研究科 博士課程修了 

1986 年  福島大学教育学部 助教授 

1987 年 連合王国ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ大学材料科学及び金属学科 客員教授（10 ヶ月） 

1999 年 福島大学教育学部 教授 

2004 年 福島大学共生システム理工学類 教授 ＜現在に至る＞ 

2006 年 福島大学副学長(研究担当)(2008 年まで) 

2012 年 副学長(地域連携担当)、地域創造支援センター長、国際交流センター長

（2016 年 4 月まで） 

2016 年  理事・副学長(研究・地域連携担当)、統括学系長，地域創造支援センタ

ー長，COC+事業推進委員会委員長（2018 年 4 月まで） 

 

□ その他の役職等 
・ 一般財団法人福島イノベーション・コースト構想推進機構 理事 

・ 一般社団法人福島再生可能エネルギー推進センター 理事 

・ 公益財団法人東北活性化研究センター 理事 

 ・ 経済産業省「福島イノベーション・コースト構想推進分科会」委員 

 

□ 過去の役職等 

・ 経済産業省「国際産学連携拠点に関する検討会」座長 (2014～2015 年) 

・ 経済産業省「拠点を核とした産業集積及び周辺環境整備の課題に係る検討会」 

座長 (2016 年) 

・ アカデミア・コンソーシアムふくしま事業推進会議議長（2012～2016 年） 

・ 福島県学校教育審議会 会長（2016〜2017 年） 

・  JST 復興促進センター郡山事務所 プログラムオフィサー（2012～2016 年） 

                                  など 

資料№２ 


